
第６号
平成22年６月

議長あいさつ・平成22年度一般会計予算

各委員会の主な質疑内容

平成22年度の主な事業・条例制定・条例改正

一般質問・総括質疑

陳情の結果・意見書の提出

交通事故防止に関する決議

議会を傍聴して・編集後記

………………………………

…………………………………………………

…………………………

………………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

Ｐ２〜Ｐ３

Ｐ４〜Ｐ５

Ｐ６〜Ｐ７

Ｐ８〜Ｐ17

Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20

守れ、伊佐の家畜！！ 守れ、伊佐の家畜！！ 
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　政策や施策の総合的推進をコーディネートす

る秘書係を政策担当課である企画調整課に配置。

これにあわせて、市長室・副市長室も移設（別館

２階へ）
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歳
　
入

歳
　
入

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

地方交付税 
64億470万円 
43.2％ 

市税 
28億1,362万円 
19.0％ 

国庫支出金 
16億7,072万円 
11.3％ 

県支出金 
11億7,207万円 

7.9％ 

市債 
14億2,920万円 

9.7％ 

58億8,590万円 
42.4％ 

29億4,234万円 
21.2％ 

12億6,439万円 
9.1％ 

10億5,162万円万円 
7.6％ 

8億8,720万円万円 
6.4％ 

18億4,855万円 
13.2％ 

その他 
13億1,969 
万円 
8.7％ 

地方交付税 
64億470万円 
43.2％ 

市税 
28億1,362万円 
19.0％ 

国庫支出金 
16億7,072万円 
11.3％ 

県支出金 
11億7,207万円 

7.9％ 

市債 
14億2,920万円 

9.7％ 

58億8,590万円 
42.4％ 

29億4,234万円 
21.2％ 

12億6,439万円 
9.1％ 

10億5,162万円 
7.6％ 

8億8,720万円 
6.4％ 

18億4,855万円 
13.2％ 

その他 
13億1,969 
万円 
8.7％ 

歳
　
出

歳
　
出

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

民生費 
47億1,413万円 
31.8％ 

公債費 
19億7,548万円 
13.3％ 

総務費 
20億2,658万円 
13.7％ 

衛生費 
16億9,648万円 
11.5％ 

教育費 
16億8,711万円 
11.4％ 

農林 
水産業費 
10億9,577万円万円 
7.4％ 

43億866万円 
31.0％ 

21億4,148万円 
15.4％ 

17億8,608万円 
12.9％ 

16億2,679万円 
11.7％ 

13億592万円 
9.4％ 

10億4,024万円 
7.5％ 

16億7,083万円 
12.0％ 

その他 
16億1,445万円 
10.8％ 

民生費 
47億1,413万円 
31.8％ 

公債費 
19億7,548万円 
13.3％ 

総務費 
20億2,658万円 
13.7％ 

衛生費 
16億9,648万円 
11.5％ 

教育費 
16億8,711万円 
11.4％ 

農林 
水産業費 
10億9,577万円 
7.4％ 

43億866万円 
31.0％ 

21億4,148万円 
15.4％ 

17億8,608万円 
12.9％ 

16億2,679万円 
11.7％ 

13億592万円 
9.4％ 

10億4,024万円 
7.5％ 

16億7,083万円 
12.0％ 

その他 
16億1,445万円 
10.8％ 

����

平成２１年度平成２２年度
費　　　　目 割合

（％）金　額割合
（％）金　額

２．０２億７,１８４万円１．８２億６,０６３万円地方消費税交付金

１．７２億３,５３２万円１．６２億４,１１０万円使用料及び手数料

１．６２億２,９００万円１．４２億１,３３７万円分担金及び負担金

１．６２億２,６５５万円１．４２億９３０万円地方譲与税

１．０１億３,８７４万円０．９１億３,４１７万円諸収入

０．６８,０００万円０．５８,０００万円繰越金

０．２２,７５８万円０．３５,１０７万円地方特例交付金

０．２３,２８６万円０．２３,５８６万円財産収入

０．３３,９２９万円０．２３,５３６万円自動車取得税交付金

３．８５億３,０７９万円０．２２,５６９万円繰入金

０．１１,６７３万円０．１１,８４１万円寄附金

０．１７８５万円０．１７９０万円利子割交付税

０．０５３０万円０．０５２０万円交通安全対策特別交付金

０．０４２０万円０．０１２９万円配当割交付金

０．０２５０万円０．０３４万円株式等譲渡所得割交付金

１３．２１８億４,８５５万円８．７１３億１,９６９万円合　　計

����

平成２１年度平成２２年度
費　目 割合

（％）金　額割合
（％）金　額

４．１５億６,９０４万円４．０５億９,０８２万円消防費

４．４６億１,５７３万円３．２４億６,７２９万円土木費

１．１１億４,８６７万円１．３１億９,６８８万円商工費

１．１１億５,６０８万円１．０１億５,４４１万円議会費

０．９１億３,０１８万円０．８１億２,４７８万円災害復旧費

０．２２,１１３万円０．３５,０２７万円労働費

０．２３,０００万円０．２３,０００万円予備費

１２．０１６億７,０８３万円１０．８１６億１,４４５万円　合計

������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������
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廃
棄
物
処
理
場
に
勤
務
す

る
職
員
に
支
給
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
今
ま
で
事
務
職
員

に
も
出
し
て
い
た
手
当
を
廃

止
し
、
現
業
職
員
に
つ
い
て

も
そ
の
手
当
に
つ
い
て
、
他

市
の
状
況
も
見
て
、
２
５
０

０
円
減
額
す
る
こ
と
と
し
た
。
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法
律
上
の
他
人
と
な
る
の

で
、
そ
の
事
故
に
つ
い
て
は

対
人
損
害
賠
償
で
保
険
が
出

る
こ
と
に
な
る
。
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自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
申
告
さ
れ
る
の
が
ｅ
―
Ｔ

ａ
Ｘ
で
あ
る
。

　
　

市
県
民
税
は
現
在　

％
課

１０

税
と
な
っ
て
い
る
。
う
ち
６

％
が
市
民
税
、
４
％
が
県
民

税
で
あ
る
。
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今
ま
で
財
産
調
査
等
が
で

き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
、
全

部
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
結
果
、
収
納
に
し
っ

か
り
と
結
び
つ
い
た
。
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戸
籍
を
電
算
化
し
た
。
そ

の
時
に
入
力
し
、
加
工
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

時
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
要
す

る
費
用
の
こ
と
で
あ
る
。
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年
度
の
実
績
に
よ
っ
て

２１
交
付
す
る
こ
と
に
な
る
。
納

税
総
件
数
に
占
め
る
口
座
振

替
の
率
が
い
く
ら
か
、
と
い

う
こ
と
で
決
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
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市
有
地
を
貸
し
て
い
る
土

地
の
見
直
し
を
進
め
る
中
、

適
正
価
格
が
か
な
り
上
が
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
説
明

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
自
治
会

の
方
か
ら
減
額
し
て
譲
渡
し

て
欲
し
い
と
い
う
要
請
が
あ

っ
た
。
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農
政
課
に
、
伊
佐
ブ
ラ
ン

ド
推
進
係
を
置
き
、
伊
佐
米

と
牛
・
ネ
ギ
・
カ
ボ
チ
ャ
等

の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
販
売
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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い
ろ
ん
な
機
会
を
通
じ
、

２
５
０
社
以
上
の
企
業
訪
問

を
し
て
お
り
、
企
業
の
声
を

で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
て
、

残
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
努

力
を
一
生
懸
命
し
て
い
く
。
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今
年
よ
り
地
区
の
詳
し
い

方
な
ど
に
、
協
力
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
耕
作
放
棄
地

等
を
調
査
し
た
り
、
資
料
を

提
供
し
て
も
ら
う
よ
う
な
お

願
い
を
す
る
。
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昨
年
、
大
口
地
区
の
方
も

説
明
会
を
し
て
、
現
在　

自
４９

治
会
で
全
体
で
は
１
４
０
０

万
円
程
度
に
な
っ
た
。
優
先

順
位
の
一
番
よ
り
事
業
を
行

う
。
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平
成　

年
度
の
水
害
で
、

１８

国
道
が
遮
断
さ
れ
た
時
、
迂

回
路
と
し
て
使
わ
れ
た
所
を

整
備
す
る
。
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林
道
は
ま
っ
た
く
用
地
測

量
が
な
く
、
測
量
を
入
れ
る

こ
と
で
分
筆
を
行
い
、
地
籍

図
を
作
る
。
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�
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�　

国
道
２
６
８
号
の
旧
市
町

間
は
、
自
動
車
会
社
や
商
店

が
沢
山
あ
る
の
で
、
合
併
浄

化
槽
の
切
り
替
え
時
に
は
お

願
い
し
て
い
く
。

�

�

�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

�　
　

年
度
に
配
水
池
を
建
設

２２
す
る
予
定
地
を
購
入
し
、
設

計
委
託
の
金
額
を
見
な
が
ら
、

年
数
は
決
め
て
い
く
。
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�　

両
方
と
も
永
久
的
に
続
く
。

宮
人
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
は
、
監
視
や
水

質
検
査
、
大
住
集
落
の
井
戸

水
の
検
査
等
継
続
的
に
調
査

す
る
約
束
が
さ
れ
て
い
る
。
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�
�
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�

�
�

�　

曽
木
地
区
に
決
定
し
、
隣

接
す
る
自
治
会
や
地
権
者
に

建
設
の
理
解
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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�　

山
野
の
敬
寿
園
に　

人
、

６８

菱
刈
の
啓
明
園
に　

人
、
阿

２８

久
根
市
、
日
置
市
な
ど
計
１

０
８
人
が
入
所
し
、
こ
の
事

務
費
と
生
活
費
を
支
払
っ
て

い
る
。
そ
の
内　

人
に
つ
い

９７

て
は
、
個
人
負
担
も
あ
る
。
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�

�　

０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
３
４
５
４
人
分
で
あ
る
。
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�
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�

�
�
�
�
�
�

�　

法
律
の
中
で
差
し
押
さ
え

で
き
な
い
条
項
が
あ
る
。
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�　
　

年
度
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

２２
ス
面
等
の
健
康
教
室
を
行
い
、

　

年
度
で
講
演
会
を
実
施
し

２３た
い
。
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�　

今
回
は
全
て
の
小
学
校
と

大
口
中
学
校
に
設
置
す
る
。
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�
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保
守
点
検
な
ど
別
途
契
約

等
が
必
要
と
な
り
高
く
な
る
。
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�　

菱
刈
地
区
へ
の
体
育
行
事

に
補
助
金
と
し
て
出
し
て
い

る
が
、
大
口
地
区
に
お
い
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
補
助
に
含
ま
れ
て
い
る
。

今
後
、
合
併
後
３
年
を
目
途

に
一
本
化
に
な
る
。
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�

�　

伊
佐
市
の
第
一
の
課
題
は

教
師
の
授
業
力
ア
ッ
プ
と
分

析
し
て
い
る
。
小
中
学
校　
２０

校
か
ら
委
員
を
決
め
、
授
業

改
善
研
究
部
会
を
設
け
、
全

教
科
等
で
共
通
し
て
授
業
を

見
直
し
て
い
く
。

�

�

�

�

�

�

�

�
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�　

市
報
で
募
集
し
、
大
口
・

菱
刈
の
商
工
会
に
も
お
願
い

を
し
て
い
る
。　

年
度
は　

２１

２６

社
の
希
望
が
あ
り
、
地
元
は

　

社
で
あ
っ
た
。
野
菜
の
納

１４入
に
つ
い
て
は
市
場
・
Ｊ
Ａ

の
直
販
・
有
機
栽
培
の
農
家

か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
�
	

増　　減
�－�

平成２１年度
当初予算額�

平成２２年度
当初予算額�

会　　　計

△１億１２０万円４６億６，０９０万円４５億５，９７０万円国民健康保険事業
特　

別　

会　

計

△５，０５０万円５，１５０万円１００万円老 人 保 健

５，７４０万円２９億３，９５０万円２９億９，６９０万円介 護 保 険 事 業

△１５９万円１，５０５万円１，３４６万円介護サービス事業

△５，３７０万円４億４，５００万円３億９，１３０万円後 期 高 齢 者 医 療

△４万円８３万円７９万円簡 易 水 道 事 業

△６７０万円２億６４０万円１億９，９７０万円農業集落排水事業

支　　　出収　　　入区　　分水
道
事
業

会　
　

計

３億２，５９９万７千円３億９，６４２万５千円収 益 的

２億６，２６３万３千円６，８０７万３千円資 本 的

�������

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億９，４５６万円は、過年度分損益勘定留保資金１億８，６９７万５千円及び当
年度分消費税資本的収支調整額７５８万５千円で補てんするものとする。
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������������	
��
�������

��������������

７９８万円○　大学・専門学校への就学に係る奨学金の増額（教育委員会総務課）

１億８，１００万円○　学校施設の耐震化推進や改修の計画的実施（教育委員会総務課）

４，８５８万円○　子ども発達支援事業の強化（福祉事務所）

１，２０５万円○　特別支援教育の充実（学校教育課）

６億７，８００万円○　新給食センター建設事業（学校給食センター）

１７０万円○　放課後こども教室（寺子屋事業）の拡大と充実（社会教育課）

６，０００万円○　合併浄化槽設置に係る市単独補助の強化（環境政策課）

３９０万円○　定住都市農村交流事業（地域振興課）

１１５万円○　市の営業（セールス）に係る予算の重点化と一体化（地域振興課）

２，８００万円○　緊急雇用創出事業の継続（建設課・農政課・林務課）

１，０００万円○　鳥獣被害対策事業（林務課）

５，０００万円○　公園環境整備（地域振興課）

１，７５０万円○　市内全域のブロードバンド化を推進（企画調整課）

７５万円○　地域ポータルサイトの開設・運営（企画調整課）

１１４万円○　税や利用料などのコンビニ納付の開始（税務課・建設課・福祉事務所）

１６５万円
○　ドクターヘリ導入に向けた基礎づくりを推進（総務課・健康増進課）

（協議会負担金）

１５０万円○　高齢者の介護予防事業の強化（長寿支援課）

２５０万円○　ＰＥＴ検診の実施と充実（市民課）

６００万円○　総合振興計画の策定（企画調整課）

��������������

３，８００万円○　緑地公園整備事業（地域振興課）

７億３，８５０万円○　携帯電話不感エリア解消事業（総務課）

５，８００万円○　教育施設改修事業（教育委員会総務課）

１億３，７００万円○　市道、橋りょう等の改修事業（建設課・農政課）

７，９００万円○　道路の整備に係る事業（建設課）

１億１，４００万円○　子ども交流支援センター建設事業（福祉事務所）
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経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

修
学
が
困
難
に
な
っ
た
方
の
支

援
を
図
る
た
め
、
高
等
専
門
学

校
の
４
年
生
及
び
５
年
生
、
大

学
生
ま
た
は
教
育
養
成
所
等
の

専
門
課
程
の
学
生
に
対
す
る
奨

学
金
の
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
後
に

２２

奨
学
生
に
決
定
し
た
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

（
奨
学
生
条
例
の
一
部
を
改
正
）

 

　

本
城
体
育
広
場
に
照
明
施
設

を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
名

称
を
「
本
城
体
育
広
場
」
か
ら

「
本
城
体
育
広
場
及
び
照
明
施

設
」
に
改
正
し
ま
す
。
使
用
料

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
）

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
菱

刈
地
区
の
み　

人
で
構
成
さ
れ

１５

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り

大
口
地
区
に
も
実
施
隊
員
を
新

た
に
編
成
し
、
伊
佐
市
に
お
け

る
実
施
隊
員
を
４
月
よ
り　

人
３０

以
内
に
増
員
す
る
も
の
で
す
。

（
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
）

 

　

今
年
度
建
設
す
る
携
帯

電
話
基
地
局
の
、
鉄
塔　
１１

塔
の
点
検
、
修
繕
な
ど
に

要
す
る
経
費
の
財
源
に
充

て
る
た
め
に
創
設
し
ま
し

た
。

（
携
帯
電
話
基
地
局
整
備
基
金

条
例
）

　

行
政
と
民
間
が
協
働
し
て
産

業
の
方
向
性
を
考
え
、
持
続
可

能
で
高
収
益
な
産
業
形
態
へ
転

換
を
図
る
た
め
の
調
査
や
モ
デ

ル
事
業
な
ど
に
、
集
中
的
な
投

資
を
行
う
た
め
に
創
設
し
た
も

の
で
す
。

（「
魅
力
あ
る
地
域
産
業
づ
く
り
」

チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
条
例
の
制
定
）

　

各
家
庭
で
で
き
る
環
境
保
全

対
策
と
し
て
合
併
浄
化
槽
の
設

置
を
支
援
し
ま
す
。

（
合
併
浄
化
槽
施
設
設
置
支
援
基
金

条
例
の
制
定
）

　

環
境
に
や
さ
し
い
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
促
進

し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

を
図
る
た
め
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
支
援
し
ま
す
。

（
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
支
援
基
金
条
例
の
制
定
）

条
例
改
正

条
例
改
正

条
例
改
正

条
例
改
正

条
例
改
正
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�
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条
例
制
定

条
例
制
定

条
例
制
定

条
例
制
定

条
例
制
定
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１
５
０
万
円
減
額

　
�
�
�１

億
１
４
４
６
万
円
増
額

　
�
�
��

７
１
１
４
万
円
減
額

　
�
�
��

２
４
８
８
万
円
減
額

　
�
�
�
�
�５

３
０
０
万
円
減
額

　
�
�
�１

億
６
１
８
４
万
円
増
額

　
�
�
� 

２
５
３
２
万
円
減
額

　
�
�
��
�

４
４
９
万
円
減
額

　
�
�
� 

２
６
３
６
万
円
減
額

　
�
�
�
�
�６

１
９
９
万
円
減
額

　
�
�
��
�

２
９
５
万
円
減
額

������

��������

�������

�������������
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農
地
の
集
団
化
、団

地
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

 

　
　

年
度
に
つ
い
て
は
、

２２
今
ま
で
の
産
地
づ
く
り

交
付
金
に
か
わ
る
激
変
緩
和
措

置
交
付
金
で
、　

品
目
の
重
点

１１

野
菜
も
含
め
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

 

　

米
の
戸
別
所
得
補
償

が
始
ま
る
が
、政
策
上

変
わ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
。

 

　

水
田
協
議
会
の
中
で

出
た
話
で
は
、水
稲
共

済
加
入
者
の
増
加
で
生
産
調
整

に
協
力
す
る
農
家
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。ま
た
、　

ア
ー
ル
１
万
５
千

１０

円
の
定
額
交
付
金
は
米
価
の
下

落
を
促
す
こ
と
も
あ
る
が
、国

の
政
策
で
あ
り
、進
め
て
い
く
。

 

　

産
地
づ
く
り
交
付
金

が
な
く
な
っ
た
時
点
で

の
団
地
づ
く
り
等
の
変
化
は
な

か
っ
た
か
。

�����

 

　

団
地
づ
く
り
に
大
き

な
支
障
が
出
た
の
は
事

実
で
あ
り
、た
ば
こ
に
お
い
て

は　

ア
ー
ル
あ
た
り
７
万
円
と
、

１０
２
年
前
よ
り
相
当
低
い
追
加
料

金
で
借
地
を
行
っ
て
い
る
。ま

た
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
野
菜
団
地

が
あ
っ
た
が
、産
地
づ
く
り
交

付
金
の
団
地
加
算
金
が
な
く
な

り
、団
地
化
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。

 

　

産
地
づ
く
り
交
付
金

が
な
く
な
り
、　

年
度

２２

は
激
変
緩
和
策
が
と
ら
れ
た
が
、

今
後
の
重
点
野
菜
の
振
興
は
。

 

　

重
点
野
菜
に
つ
い
て

は
、水
田
利
活
用
の
事

業
が
な
く
な
れ
ば
市
単
独
の
財

源
は
難
し
く
、国
が
新
た
な
政

策
を
つ
く
る
以
外
、生
き
延
び

る
の
は
難
し
い
。

 

　

今
ま
で
の
産
地
づ
く

り
交
付
金
、今
年
限
り

の
激
変
緩
和
措
置
の
中
、今
後

の
伊
佐
市
の
農
業
振
興
は
。

����

 

　

国
が
自
給
率
向
上
を

進
め
る
中
で
、農
地
の

有
効
的
な
高
度
利
用
な
ど
で
、

二
毛
作
を
考
え
て
い
る
。米
と

麦
、大
豆
と
飼
料
な
ど
い
く
つ

か
の
土
地
利
用
型
で
二
毛
作
を

出
し
て
い
き
た
い
。た
だ
国
は

年
度
内
の
二
毛
作
と
い
う
考
え

で
、半
年
遅
れ
、１
年
遅
れ
で
も

活
用
し
て
広
大
な
農
地
を
抱
え

る
伊
佐
市
の
農
業
の
活
路
を
見

い
出
し
た
い
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�

��

��

��

��

�
�

��������	
�����������	
���
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優
良
雌
牛
導
入
事
業

で　

万
円
台
の
子
牛
も

３０

出
て
い
る
が
、補
助
基
準
の
見

直
し
は
考
え
な
い
か
。

 

　
　

年
度
は
、追
加
補

２１
正
を
し
な
が
ら　

頭
の

６２

優
良
雌
牛
が
伊
佐
に
残
り
、一

定
の
効
果
を
上
げ
た
。　

万
円

３０

台
で
も
系
統
的
に
は
問
題
は
な

��
��������	

��������

����������

 

　

農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
は
、

「
農
地
や
農
業
施
設
の
多
面
的

機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
」

「
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
っ
て

十
分
な
管
理
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
大
切
な
資
源
を
農
業

者
・
地
域
の
人
で
役
割
を
決
め

守
っ
て
い
く
」と
い
う
も
の
で

大
変
よ
い
施
策
で
あ
る
。広
大

な
農
地
の
広
が
る
山
野
地
区
も

含
め
て
全
体
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

　

こ
の
事
業
と
市
全
体

の
農
地
保
全
の
こ
と
と

は
別
の
問
題
で
あ
る
。土
地
改

良
区
の
方
か
ら
の
要
望
で
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、農
業

予
算
の
補
助
金
の
額
を
増
や
さ

な
い
た
め
の
手
法
で
、制
度
的

に
山
野
地
区
は
入
れ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。山
野
地
区
の

農
地
保
全
に
つ
い
て
は
、農
地

の
冠
水
を
防
ぐ
た
め
の
水
路
の

整
備
な
ど
、個
別
に
手
を
打
っ

��

て
い
く
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

 

　

各
小
学
校
の
校
庭
で

少
年
団
活
動
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
、心

と
体
を
鍛
え
頑
張
っ
て
い
る
。

小
学
校
に
ナ
イ
タ
ー
が
な
い
と

こ
ろ
で
は
、特
に
冬
場
は
日
没

も
早
く
、思
う
存
分
練
習
が
で

き
な
い
状
態
が
続
く
。保
護
者

が
車
の
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
た
り
、

ほ
か
の
学
校
に
車
で
送
っ
て
い

く
な
ど
、苦
肉
の
策
が
と
ら
れ

て
お
り
保
護
者
の
負
担
も
大
き

い
。計
画
的
に
ナ
イ
タ
ー
設
置

を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

　

県
教
委
で
は
、暗
く

な
っ
て
ま
で
練
習
を
し
、

技
能
を
あ
げ
て
勝
負
に
勝
つ
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
推
奨
し
て
い

な
い
。日
没
ま
で
に
帰
宅
し
、遅

��

く
ま
で
の
練
習
は
好
ま
し
く
な

い
と
い
う
方
針
で
あ
る
。保
護

者
の
方
々
が
自
分
の
子
ど
も
に

夢
を
抱
い
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ

せ
る
の
は
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な

ど
の
形
で
は
当
然
あ
る
と
思
う

が
、使
わ
れ
て
い
な
い
遊
休
施

設
も
あ
る
中
で
、学
校
施
設
に

ナ
イ
タ
ー
を
設
置
す
る
状
況
に

な
い
。

い
。雌
牛
競
り
市
価
格
の
平
均

を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら　

年
度
の
平
均
価
格
等
を

２１

考
慮
し
て
基
準
見
直
し
は
や
っ

て
い
く
。

 

　

飼
料
の
高
止
ま
り
は

依
然
と
し
て
続
い
て
お

り
、和
牛
生
産
農
家
は
年
々
苦

し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
対
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

 

　

Ｊ
Ａ
の
畜
産
技
術
員

が
巡
回
指
導
し
て
お
り
、

子
牛
の
育
成
技
術
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
確
実
に
図
っ
て
い
る
。

サ
イ
レ
ー
ジ
事
業
や
牛
舎
建
設

等
に
よ
る
増
頭
対
策
を
し
な
が

ら
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
��
�
�
�
	

��

 

　

こ
の
事
業
は
、団
地

化
加
算
に
対
す
る
助
成

が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。団
地

化
に
市
単
独
の
助
成
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。ま
た
、激
変
緩
和
対

策
を
ど
の
よ
う
に
使
う
考
え
か
。

 

　
　

年
度
の
団
地
化
加

２１
算
を
加
え
た
金
額
に
近

い
助
成
が
、激
変
緩
和
措
置
で

出
来
る
よ
う
市
推
進
委
員
会
で

検
討
し
て
い
る
。た
だ
、　

年
度

２３

激
変
緩
和
が
な
く
な
っ
た
場
合

は
何
ら
か
の
方
策
を
講
じ
る
。

 

　

昨
年
実
績
で
転
作
地

の
３
分
の
１
し
か
団
地

化
が
さ
れ
て
い
な
い
。団
地
の

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も

含
め
て
、も
っ
と
強
力
に
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

　

転
作
推
進
委
員
の

方
々
の
力
を
借
り
て
進

め
て
い
き
た
い
。

����

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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��
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�
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伊
佐
市
も
少
子
化
が

進
み
、最
重
要
課
題
で

あ
る
が
、特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
支
援
は
で
き
な
い
か
。

 

　

限
り
あ
る
な
か
で
単

独
で
補
助
す
る
の
は
、

大
変
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

 

　

鹿
児
島
県
の　

を
超

１０

え
る
自
治
体
が
安
心
し

て
子
供
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
の
政
策
支
援
を
し
て

い
る
が
、ど
う
思
っ
て
い
る
の

か
。

 

　

支
援
し
て
い
る
団
体

は
財
政
的
取
り
組
み
が

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、協
議

し
た
結
果
、独
自
の
補
助
は
総

合
的
に
で
き
る
段
階
で
な
い
。

 

　

伊
佐
市
の
少
子
化
の

課
題
の
認
識
が
あ
る
の

か
。

 

　

ほ
か
の
点
で
少
子
化

に
つ
い
て
は
か
な
り
考

え
て
施
策
を
進
め
て
い
る
。

������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

 

　

伊
佐
市
と
し
て
、自

給
率
向
上
事
業
と
米
の

モ
デ
ル
事
業
は
ど
う
し
て
い
く

の
か
。

 

　

国
の
新
政
策
で
あ
る

の
で
事
業
は
粛
々
と
進

め
る
。

 

　

自
給
率
向
上
、総
所

得
向
上
の
か
ぎ
を
握
る

定
着
を
ど
う
指
導
す
る
の
か
。

 

　

麦
と
大
豆
と
飼
料
作

物
に
な
る
が
、二
毛
作

の
推
進
を
行
う
。

 

　

米
価
下
落
を
促
す
と

の
見
解
が
あ
る
が
、市

と
し
て
何
か
手
を
う
つ
の
か
。

 

　

下
落
し
た
場
合
、市

独
自
で
の
助
成
は
、今

は
な
い
。

 

　

制
度
が
分
か
り
に
く

い
が
説
明
会
開
催
の
予

定
は
。

�������

 

　

協
議
を
し
て
い
る
が
、

特
に
念
を
入
れ
て
行
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

 

　

事
業
計
画
の
概
要
に

つ
い
て
。

 

　

５
月
に
忠
元
公
ゆ
か

り
の
地
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
、

９
月
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
歴
史
講
演

会
、　

月
新
納
忠
元
顕
彰
石
碑

１１

建
立
を
計
画
し
て
い
る
。

 

　

記
念
誌
作
成
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

 

　
『
新
納
忠
元
公
と
和

歌
』８
０
０
部
、『
忠
元

物
語
』５
０
０
部
を
作
成
、関
係

機
関
に
配
布
と
販
売
を
す
る
。

 

　

次
世
代
へ
の
顕
彰
の

た
め
に
伊
佐
少
年
少
女

発
明
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
で
き
な

い
か
。

 

　

発
明
、科
学
技
術
と

の
結
び
つ
き
の
提
案
だ

と
思
う
が
、具
体
的
に
考
え
て

い
な
い
。

�������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
��

��

��

�
�

 

　

合
併
し
、１
年
半
が

経
過
し
た
。現
在
の
市

政
運
営
に
、大
き
な
不
安
を
感

じ
て
い
る
。伊
佐
市
全
体
の
産

業
振
興
政
策
は
、現
在
の
よ
う

な
取
り
組
み
で
大
丈
夫
な
の
で

あ
ろ
う
か
。市
長
は
か
ね
て
よ

り
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
に
関

す
る
政
策
の
推
進
に
力
を
入
れ

�

て
い
る
が
、そ
れ
と
同
じ
く
ら

い
の
情
熱
を
持
っ
て
、攻
め
の

経
済
活
動
に
も
っ
と
人
と
予
算

を
投
入
し
、推
進
し
て
い
く
べ

き
時
と
考
え
る
。当
市
の
産
業

振
興
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
か
。

 

　

今
回
伊
佐
ブ
ラ
ン
ド

推
進
係
を
農
政
課
の
方

に
移
し
た
。こ
こ
を
一
つ
の
攻

め
の
拠
点
と
し
て
、取
り
組
ん

で
い
く
。ま
た
、同
時
に
戦
略
的

に
使
え
る
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

基
金
と
い
う
の
を
創
設
し
た
。

様
々
な
分
野
で
の
生
産
性
・
所

得
が
上
が
る
よ
う
に
使
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

若
い
職
員
の
研
究
費
用
等
に
も

活
用
し
て
い
く
。

 

　

市
内
の
各
地
域
を

「
元
気
の
あ
る
ま
ち
」

と
す
る
た
め
に
は
、そ
の
地
域

の
経
済
活
動
が
活
発
に
な
ら
な

け
れ
ば
、元
気
は
出
て
こ
な
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
国
道
２
６
７
号

と
２
６
８
号
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。こ
の
沿
線
に
沿
っ
て
設

置
さ
れ
て
い
る
、農
産
物
直
売

所
を
も
う
一
度
見
直
し
、寄
っ

て
み
た
く
な
る
よ
う
な
清
潔
感

の
あ
る
直
売
所
に
衣
替
え
し
て

み
て
は
ど
う
か
。ど
の
直
売
所

��

も
、売
り
場
面
積
が
あ
ま
り
に

も
狭
く
、ま
た
、老
朽
化
し
て
い

る
。そ
し
て
、そ
こ
に
地
域
の
元

気
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、新

鮮
な
野
菜
等
を
出
荷
し
て
頂
く
。

生
産
農
家
の
増
加
、所
得
向
上

と
い
う
形
と
な
れ
ば
、必
ず
や

そ
の
地
域
は
活
気
づ
き
、ま
ち

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。見
解
を
聞
き
た
い
。

 

　

提
案
の
あ
っ
た
こ
と

等
も
含
め
て
、今
後
い

ろ
い
ろ
と
調
整
さ
せ
、議
論
を

深
め
て
ま
い
り
た
い
。

�

����

�������

����������

����������������
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人
事
異
動
の
希
望
を

取
っ
て
い
る
と
聞
い
た

が
職
員
の
や
る
気
を
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

 

　

職
員
の
希
望
通
り
に

な
ら
な
い
リ
ス
ク
も
あ

る
が
仕
事
の
効
率
が
上
が
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
高
ま
る
と
思

う
。 ��

������

��������	

����������

 

　

市
が
取
り
組
ん
で
い

る
国
の
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
事
業
は
、５

年
の
期
限
付
き
で
今
年
で
４
年

目
を
迎
え
る
。こ
の
事
業
は
非

農
家
を
含
む
全
地
域
住
民
が
、

一
緒
に
な
っ
て
用
排
水
路
の
溝

さ
ら
え
、井
堰
の
補
修
、景
観
保

持
な
ど
に
取
り
組
め
ば
、活
動

費
と
し
て
国
が
２
分
の
１
、県

と
市
が
４
分
の
１
ず
つ
拠
出
し

活
動
組
織
に
交
付
金
が
支
援
さ

れ
る
。

　

米
ど
こ
ろ
伊
佐
市
に
と
っ
て
、

高
齢
化
の
進
む
農
家
だ
け
で
農

業
施
設
や
農
村
環
境
を
守
っ
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
。こ
の
事

業
に
市
民
は
感
謝
し
て
い
る
。

①
な
ぜ
伊
佐
市
で
山
野
地
区
だ

け
が
こ
の
事
業
を
受
け
ら
れ
な

い
の
か
。

②
あ
と
２
年
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
。こ
の
事
業
に
の
せ
る
検

討
は
し
な
い
の
か
。

�

 

　

旧
大
口
市
は
、他
市

町
に
比
べ
、農
家
負
担

を
５
％
に
抑
え
る
土
地
改
良
事

業
を
す
で
に
行
っ
て
い
た
。市

は
そ
の
償
還
助
成
に
多
額
の
補

助
を
出
し
て
お
り
、こ
の
農
地
・

水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の

市
の
拠
出
分
の
４
分
の
１
を
そ

の
償
還
助
成
か
ら
調
整
を
す
る

と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

　

山
野
地
区
の
場
合
、す
で
に

土
地
改
良
事
業
の
償
還
が
終
わ

っ
て
い
る
の
で
、そ
の
手
法
が

使
え
な
か
っ
た
。公
平
性
の
面

か
ら
ど
う
か
と
指
摘
さ
れ
る
が

止
む
を
得
な
い
。

 

　

①
他
市
町
村
と
比
べ

土
地
改
良
事
業
の
市
の

負
担
割
合
が
大
き
い
。

②
同
じ
く
金
利
償
還
が
終
わ
っ

た
菱
刈
地
区
は
参
加
し
て
い
る
。

③
山
野
地
区
は
過
去
山
村
事
業

で
有
利
な
事
業
を
し
た
経
緯
が

あ
る
と
い
う
が
、市
民
か
ら
の

投
書
も
あ
る
。

��

④
国
・
県
の
事
業
へ
の
か
か
わ

り
方
や
手
法
に
問
題
は
な
い
か
。

⑤
山
野
地
区
住
民
へ
の
説
明
や

意
見
の
聴
取
等
に
問
題
は
な
か

っ
た
か
。

 

　

配
慮
は
し
た
つ
も
り

だ
が
、説
明
は
十
分
だ

っ
た
の
か
、納
得
は
と
言
わ
れ

る
と
分
か
ら
な
い
。投
書
と
い

う
形
で
な
く
、私
に
直
接
言
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
っ
て
い

た
だ
け
た
か
も
。

�

 

　

１
億
５
千
万
円
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
基
金
で
、国
・

県
や
団
体
か
ら
新
規
事
業
を
獲

得
し
て
く
る
よ
う
な
人
材
確
保

は
考
え
な
い
か
。ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
ふ
く
め
、伊
佐
市
の

団
体
に
そ
の
補
助
金
申
請
の
教

育
が
で
き
る
と
思
う
が
、そ
の

よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
で
き

な
い
か
。

 

　

面
白
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
う
。活
性
化
協
議

会
が
開
催
し
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
に
近
い
発
想
で
あ
り
、今

後
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。�

�
�
�
�
�
�
�

 

　

一
般
質
問
は
た
く
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、市
長
は
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、処
理
し
て
い

る
か
。

 

　

議
会
で
出
た
課
題
に

つ
い
て
は
、議
会
後
の

会
議
に
諮
り
、急
ぐ
も
の
は
何

度
も
協
議
し
、最
優
先
順
位
の

協
議
事
項
と
し
て
い
る
。

 

　

一
般
質
問
の
広
報
や

議
会
報
の
中
で
、質
問

へ
の
取
り
組
み
状
況
と
か
、処

理
し
た
報
告
を
市
長
の
裁
量
で
、

�����

市
民
に
報
告
す
る
考
え
は
な
い

か
。

 

　

議
員
が
質
問
し
、答

弁
そ
し
て
結
果
を
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
議
会
報
に
で
き

な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う

が
、議
会
と
も
相
談
し
な
が
ら

考
え
て
み
る
。で
き
る
こ
と
、で

き
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
報

告
す
る
こ
と
で
、住
民
と
共
有

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

��

��

��

�
����������	
��
��������������	
��
�����



12伊佐市議会だより　２０１０（平成２２年）第６号

　

本
市
は
年
間
５
０
０
人
減
少

し
、高
齢
化
率　

・
８
％
と
進
む

３５

中
で
『
本
格
的
な
伊
佐
の
ま
ち

づ
く
り
の
始
動
』実
現
の
た
め

に
次
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



 

　

企
業
誘
致
活
動
の
昨

年
の
反
省
と
今
年
度
の

活
動
方
針
は
。

 

　

近
隣
の
自
治
体
で
は

大
き
な
工
場
が
閉
鎖
、

撤
退
し
た
。昨
年
は
伊
佐
に
立

地
し
て
い
る
企
業
が
い
か
に
存

続
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

だ
っ
た
。今
後
は
こ
の
地
域
の

特
徴
を
生
か
し
た
食
産
業
の
関

連
企
業
を
訪
問
し
誘
致
を
目
指

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

 

　

昨
年
度
方
針
の
医

療
・
福
祉
・
建
設
・
行

政
の
連
携
に
よ
る
起
業
が
あ
っ

た
か
。今
年
の
『
新
た
な
生
業
』

『
定
住
促
進
や
農
業
等
の
新
規

参
入
者
促
進
「
人
材
の
誘
致
」』

の
戦
略
は
。

 

　

伊
佐
の
多
く
の
雇
用

が
医
療
・
福
祉
分
野
で

あ
り
、こ
こ　

・　

年
は
高
齢
化

２０

３０

率
が
高
め
に
推
移
す
る
の
で
、

医
療
・
福
祉
に
力
を
入
れ
る
こ

と
で
雇
用
の
可
能
性
が
あ
る
。

医
療
・
福
祉
の
集
積
に
よ
り
関

連
の
企
業
が
集
ま
る
可
能
性
も

����

あ
る
。新
た
な
生
業
は
建
設
業

か
ら
福
祉
関
係
に
進
出
が
決
ま

っ
た
。農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進

係
を
新
設
し
地
場
産
業
活
性
化

を
図
る
。

�
�
�
�
�
�

 

　

教
育
長
候
補
に
森
和

範
氏
が
決
ま
っ
た
。県

内
の
教
育
界
の
中
で
森
氏
を
選

ん
だ
の
は
県
教
委
の
推
薦
か
、

市
長
の
知
人
か
。森
氏
に
期
待

す
る
も
の
、森
氏
で
ど
の
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
、教
育
行
政
を

考
え
る
の
か
。

 

　

県
教
育
委
員
会
に
相

談
し
て
い
な
い
。以
前

山
野
小
の
校
長
だ
っ
た
。私
が

森
氏
に
心
が
動
い
た
の
は
、昨

年
全
国
小
規
模
校
の
研
究
会
が

県
内
で
あ
り
、そ
の
事
務
局
長

だ
っ
た
。本
市
は
小
規
模
校
が

多
く
学
校
経
営
、地
域
運
営
を

何
と
か
し
て
く
れ
る
の
で
は
と

思
う
。小
規
模
校
が
そ
の
ま
ま

か
統
廃
合
が
必
要
か
一
緒
に
考

え
た
い
。

��

 

　

伊
佐
市
の
子
ど
も
た

ち
は
ど
ん
な
人
間
に
な

っ
て
ほ
し
い
か
。そ
の
た
め
の

教
育
は
、ど
う
あ
る
べ
き
か
。

 

　

自
ら
生
き
る
力
を
つ

け
る
。そ
し
て
他
人
を

思
い
や
る
青
少
年
に
育
っ
て
ほ

し
い
。ま
た
子
供
が
伸
び
る
ま

ま
に
、才
能
を
素
直
に
伸
ば
し

て
や
る
。

 

　

地
方
交
付
税
の
教
育

費
の
基
準
に
つ
い
て
。

 

　

教
育
費
の
基
準
財
政

需
要
額
は
、小
学
校
は

標
準
的
な
学
校
一
校
を
児
童
数

７
２
０
人（
伊
佐
市
、１
４
１
２

人
、２
校
分
）学
級
数　

（
同　

１８

９０

学
級
、５
校
分
）中
学
校
は
、生

徒
数
６
０
０
人
（
同
７
５
５
人
、

約
１
・　

校
分
）学
級
数
は　

２５

１５

（
同　

学
級
、２
校
分
）と
し
て

２９

交
付
さ
れ
て
い
る
。

 

　

今
後　

年
間
の
子
ど

１０

も
の
人
数
の
見
通
し
は
。

�����

 

　

６
年
後
の
平
成　

年
、

２８

伊
佐
市
全
体
の
１
学
年

児
童
数
は
、２
０
０
人
を
割
る

と
思
わ
れ
る
。大
口
南
中
学
校

の
平
成　

年
度
の
新
１
年
生
は

２４

１
学
級
と
な
る
。

 

　

校
舎
等
の
耐
震
補
強

な
ど
、設
備
費
の
今
後

　

年
間
の
推
移
、ま
た
そ
の
対

１０象
と
な
る
棟
数
は
。

 

　

各
学
校
の
校
舎
は
非

常
に
老
朽
化
し
て
お
り
、

８
棟
で
８
億
円
程
度
か
か
る
。

 

　

図
書
館
を
１
カ
所
に

し
て
、規
模
を
大
き
く

充
実
さ
せ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
読
み
た
い
本
を
注
文
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
で
き
な
い
か
。

 

　

そ
う
簡
単
に
は
で
な

い
と
思
う
。

 

　

各
学
校
の
プ
ー
ル
を

廃
止
し
、フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
を
誘
致
し
、イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
も
と
、１
年
中

屋
内
で
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
体

������

力
を
養
成
し
、ま
た
地
元
出
身

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成

す
る
事
業
を
立
ち
上
げ
る
気
は

な
い
か
。

 

　

屋
内
プ
ー
ル
と
い
う

の
は
、熱
源
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

�

��������

����

���������

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成

を
行
う
自
治
体
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
。魚
沼
市
、志
木
市
、明
石

市
で
は
小
学
６
年
か
ら
中
学
３

年
の
女
子
を
対
象
に
全
額
助
成
。

名
古
屋
市
で
は
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ

ン
な
ど
５
種
類
の
疾
病
を
対
象

に
半
額
助
成
。非
課
税
世
帯
の

�
��������	

��������

����������

場
合
は
全
額
の
方
向
。今
の
と

こ
ろ
国
の
助
成
措
置
は
な
い
が
、

今
国
会
で
も
随
分
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
。接
種
費
用
は
１
回

１
万
２
０
０
０
円
位
で
、半
年

間
に
３
回
の
接
種
が
必
要
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
全
国
的
に
は

年
間
約
１
万
５
０
０
０
人
が
発

症
し
、約
３
５
０
０
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。　

代
、　

代
の
妊

２０

３０

婦
や
出
産
期
に
当
た
る
方
が
多

い
こ
と
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
健
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
っ
て
、ほ
ぼ
１
０
０
％
予

防
で
き
る
。　

歳
女
子
に
接
種

１２

を
行
っ
た
場
合
は
、発
症
率
を

　

％
減
ら
せ
る
と
推
計
さ
れ
て

７３い
る
。予
防
ワ
ク
チ
ン
に
対
す

る
市
長
の
見
解
及
び
子
宮
頸
が

ん
検
診
の
受
診
率
・
罹
患
の
状

況
は
。

 

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

今
の
質
問
に
あ
っ
た
よ
う
に
先

進
的
な
所
も
あ
る
。市
と
し
て

は
、Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
に
取
り

組
ん
だ
よ
う
に
医
師
会
の
助
言

や
限
り
あ
る
予
算
の
中
で
検
討

し
て
い
る
。子
宮
頸
が
ん
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
協
議

は
行
っ
て
い
な
い
。医
師
会
へ

の
相
談
と
同
時
に
接
種
す
る
年

�

齢
が
低
い
人
た
ち
で
あ
る
の
で
、

教
育
的
な
観
点
か
ら
も
考
え
方

を
し
っ
か
り
共
有
し
な
い
と
い

け
な
い
。

　

平
成　

年
の
子
宮
頸
が
ん
検

２０

診
の
受
診
率
は　

・
６
％
。要
精

２３

密
検
査
が
２
名
。う
ち
異
形
成

１
名
。平
成　

年
は
受
診
率　

・

２１

２２

８
％
。要
精
密
検
査
が
６
名
。具

体
的
な
結
果
に
つ
い
て
は
、今

の
と
こ
ろ
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

川
内
川
洪
水
時
の
内

水
対
策
と
し
て
、下
手

地
区
と
川
南
地
区
は
移
動
式
ポ

ン
プ
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、　

年
度
当
初
予
算

２２

で
１
台
を
リ
ー
ス
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。排
水
能
力
は
毎

分
何
ト
ン
な
の
か
。移
動
式
ポ

ン
プ
で
は
、２
カ
所
を
１
台
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

移
動
時
間
を
考
え
る
と
実
際
の

稼
働
時
間
は
２
分
の
１
以
下
と

な
る
。１
カ
所
を
リ
ー
ス
で
賄

う
こ
と
に
な
れ
ば
下
手
、川
南

地
区
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

 

　

内
水
対
策
と
し
て
、

平
成　

年
度
で
排
水
ポ

２２

ン
プ
（
毎
分　

ト
ン
）を
２
台

１２

リ
ー
ス
す
る
予
定
で
あ
り
、　２３

年
度
は
２
台（
毎
分
７
ト
ン
）を

購
入
す
る
計
画
で
あ
る
。

��

 

　

川
南
地
区
は
前
回
被

害
の
あ
っ
た
住
宅
の
そ

ば
に
樋
門
が
あ
る
。こ
の
樋
門

に
つ
い
て
地
域
の
代
表
と
行
政

と
土
地
改
良
区
で
協
議
し
、被

害
の
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

 

　

洪
水
時
に
お
け
る
川

内
川
の
取
水
口
の
閉
切

り
及
び
用
水
の
水
吐
き
に
つ
い

て
は
、土
地
改
良
区
と
話
し
合

い
を
し
、被
害
が
起
き
な
い
よ

う
に
努
力
す
る
。

 

　

前
回
の
洪
水
で
浸
水

し
た
家
屋
は
、川
南
地

区
で
１
事
業
所
８
世
帯
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
も
十
分
配
慮
し
、関

係
者
の
方
々
と
協
議
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
が
。

 

　

リ
ー
ス
の
移
動
式
ポ

ン
プ
に
つ
い
て
は
、前

線
及
び
雨
量
レ
ー
ダ
ー
の
状
況
、

����

熊
本
県
で
豪
雨
な
の
か
、あ
る

い
は
川
内
川
上
流
域
の
豪
雨
で

あ
る
の
か
、そ
の
辺
の
こ
と
も

国
交
省
や
関
係
機
関
と
充
分
に

連
絡
を
と
り
な
が
ら
、問
題
の

な
い
よ
う
に
事
前
に
配
備
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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３
月
末
の
定
年
退
職

者
数
、勧
奨
退
職
者
数
、

そ
の
他
の
退
職
者
数
は
何
人
か
。

ま
た
４
月
１
日
の
新
規
採
用
者

と
年
齢
構
成
は
ど
う
か
。そ
れ

か
ら
今
後
の
職
員
数
の
推
移
と

人
事
異
動
の
規
模
は
何
人
位
か
。

 

　

定
年
退
職
者　

人
、

１０

勧
奨
退
職
者
８
人
、そ

の
他
退
職（
免
職
１
人
、死
亡
２

人
、自
己
退
職
１
人
）新
規
採
用

者
は
４
人（　

歳
１
人
、　

歳
２

２４

２６

人
、　

歳
１
人
）職
員
数
の
推
移

３２

は
４
月
１
日
現
在
３
０
７
人
を

　

年
度
ま
で
に
２
７
９
人
に
す

２６る
予
定
。人
事
異
動
の
規
模
は
、

大
体
１
２
０
人
程
度
と
思
う
。

 

　

昨
年
の
一
般
質
問
で

　

年
度
ま
で
の
５
年
間

２６

で　

人
の
職
員
減
を
す
る
と
答

３６
弁
さ
れ
て
い
る
。現
実
に
は
２

年
間
で
目
標
達
成
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
退
職
者
数
を
考
慮
す
る

と
、定
員
適
正
化
計
画
よ
り
、職

員
減
と
な
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

���

低
下
に
な
る
と
思
う
が
。

 

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
や
迷
惑
に
な
ら
ぬ
よ

う
、雇
用
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
る
。

 

　
　

年
度
内
に
２
人
の

２１
病
死
者
は
、行
政
の
福

利
厚
生
面
の
指
導
、助
言
不
足

と
疑
問
視
す
る
。合
併
に
伴
う

事
務
事
業
の
増
加
に
よ
る
時
間

外
勤
務
や
過
労
が
原
因
で
は
。

 

　

過
労
が
原
因
で
あ
る

と
思
っ
て
い
な
い
。福

利
厚
生
面
は
十
分
な
指
導
と
健

康
管
理
に
は
責
任
を
持
つ
と
い

う
指
導
を
し
て
い
く
。

 

　

課
の
名
称
変
更
や
、

配
置
異
動
で
非
常
に
市

民
の
方
々
が
困
っ
て
い
る
が
。

 

　

合
併
後
、落
ち
着
く

ま
で
幾
た
び
か
あ
る
と

考
え
る
。

 

　

公
共
用
地
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
、都
市
計

画
後
の
市
有
地
の
状
況
、旧
中

������

央
公
民
館
跡
地
の
活
用
、八
坂

井
手
原
線
の
変
則
４
差
路
の
市

有
地
の
問
題
等
の
解
決
方
法
は
。

 

　

都
市
計
画
残
地
の
公

売
処
分
地
は
９
件
、貸

付
地
５
件
、残
地
７
件
は
毎
年

広
報
紙
等
で
公
売
に
か
け
て
い

る
。中
央
公
民
館
跡
地
は
、活
用

方
法
を
今
後
検
討
す
る
。八
坂

井
手
原
の
活
用
は
予
算
の
関
係

で
遅
れ
る
と
思
う
。

�

 

　

本
市
の
子
ど
も
の
体

力
の
状
況
は
。

 

　

小
学
生
は
平
均
並
み

で
中
学
生
は
少
し
劣
る
。

「
一
校
一
運
動
」を
推
進
し
て

い
る
。

 

　

何
を
さ
せ
て
体
力
向

上
を
図
れ
ば
い
い
か
。

���

 

　

素
早
さ
、柔
ら
か
さ
、

力
強
さ
、持
久
力
、タ
イ

ミ
ン
グ
の
良
さ
で
鍛
え
る
。

 

　

子
ど
も
た
ち
と
県
下

一
周
や
女
子
駅
伝
の
選

手
と
走
っ
た
刺
激
や
効
果
は
。

 

　

走
る
喜
び
、長
距
離

が
好
き
に
な
っ
た
。大

会
新
記
録
や
自
己
ベ
ス
ト
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
た
。今
後
進
め

て
い
く
。

 

　

県
下
一
周
駅
伝
大
会

の
市
長
の
見
解
は
。

 

　

力
強
い
走
り
と
住
民

と
の
一
体
感
を
感
じ
た
。

今
後
、小
・
中
・
高
校
生
の
底
上

げ
が
必
要
と
思
う
。

 

　

体
力
向
上
や
い
じ
め
、

キ
レ
る
子
の
減
少
に
芝

の
効
果
が
大
き
い
と
言
わ
れ
る
。

校
庭
の
芝
生
化
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

 

　

メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ

る
が
、管
理
費
が
か
か

る
。

 

　

金
の
か
か
ら
な
い

「
テ
ィ
フ
ト
ン
」と
い

う
芝
が
あ
る
が
。

 

　

助
成
事
業
も
あ
る
が
、

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て

植
栽
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

���������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

 

　

入
所
状
況
と
施
設
計

画
は
。

 

　

特
養
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
に
約
５
２
０

人
入
所
し
、今
後
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に　

人
、有
料
老
人

２７

ホ
ー
ム
等
合
計　

人
を
計
画
し

７０

て
い
る
。

 

　

待
機
者
を
調
査
し
て

い
る
の
か
。

 

　

毎
月
調
査
し
て
い
る
。

現
在
の
待
機
者
は
特
養

に　

人
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

３１

　

人
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
に　

３２

２４

人
と
把
握
し
て
い
る
。

 

　

低
所
得
者
の
入
所
で

き
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の

か
。

 

　

今
の
と
こ
ろ
は
な
い

が
生
活
保
護
に
よ
る
入

所
が
考
え
ら
れ
る
。食
費
や
居

住
費
の
軽
減
が
あ
る
。

 

　

今
後
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
必
要
か
。

 

　

国
の
基
準
が
あ
り
難

し
い
。今
後
、介
護
度
の

重
症
化
や
独
居
、認
知
症
が
増

え
必
要
と
思
う
が
、介
護
保
険

料
が
上
が
る
の
で
議
論
し
て
い

く
。 ��������

����

�������

����������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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４
月
か
ら
旧
大
口
市

で
も
廃
プ
ラ
の
分
別
収

集
が
始
ま
る
が
、市
民
へ
の
周

知
方
法
は
。

 

　

周
知
方
法
と
し
て
は
、

小
学
校
単
位
で
自
治
会

長
へ
の
説
明
後
、各
自
治
会
年

度
末
総
会
で
分
別
収
集
の
仕
方

等
の
お
願
い
を
し
、補
足
が
必

��
�������

��������

����������

 

　
「
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
」が

発
足
し
た
が
、伊
佐
市

と
の
連
携
支
援
等
に
つ
い
て
。

 

　

地
域
性
を
生
か
し
た

事
業
推
進
が
行
わ
れ
る

の
で
連
携
支
援
に
つ
い
て
は
変

わ
り
な
い
。補
助
事
業
に
つ
い

て
は
先
取
り
す
る
意
識
が
必
要

で
あ
る
。

 

　

各
Ｊ
Ａ
に
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
あ

る
が
、伊
佐
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
残
す
の
か
。

 

　

新
し
い
市
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
の
か
、

生
産
地
と
し
て
残
し
た
方
が
い

い
の
か
十
分
検
討
、調
整
が
必

要
で
あ
る
。

 

　

家
畜
市
場
の
統
合
に

つ
い
て
。

 

　

Ｊ
Ａ
、振
興
会
の
考

え
方
と
６
カ
月
位
の
間

に
は
決
定
さ
れ
る
も
の
と
聞
い

て
い
る
。

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

　

伊
佐
市
の
周
辺
部
の

高
齢
化
が
進
み
、限
界

集
落
も
増
え
て
い
る
。日
常
生

活
で
高
齢
者
が
必
要
と
し
て
い

る
の
は
、交
通
手
段
の
確
保
、台

風
や
地
震
等
の
情
報
の
伝
達
で

あ
る
。ま
ず
交
通
手
段
の
確
保

に
つ
い
て
。

 

　

持
続
可
能
な
交
通
手

段
確
保
の
た
め
に
、２

月
に
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、　２２

年
度
に
検
討
を
し
、　

年
度
か

２３

ら
３
年
間
実
証
運
行
を
行
い
、

　

年
度
か
ら
運
行
す
る
予
定
で

２６あ
る
。

 

　

防
災
無
線
の
今
後
の

あ
り
方
、計
画
に
つ
い

て
。

 

　

防
災
無
線
に
つ
い
て

は
、大
口
地
区　

自
治

７７

会
、菱
刈
地
区
は　

自
治
会
で

８０

あ
る
。今
後
は
村
づ
く
り
事
業

����

を
活
用
し
て
自
治
会
単
位
で
普

及
を
図
っ
て
い
く
。野
外
の
行

政
無
線
に
つ
い
て
は
大
口
地
区

に
は
新
設
し
な
い
。

 

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

と
、対
象
者
の
拡
大
に

つ
い
て
。

 

　

発
行
者
数
２
０
６
６

人
、障
が
い
の
あ
る
方

や
透
析
患
者
な
ど
へ
の
拡
大
も

課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

 

　

子
ど
も
手
当
て
が
新

年
度
か
ら
支
給
さ
れ
る

が
、給
食
費
の
未
払
い
者
に
対

し
て
は
給
食
費
へ
充
当
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

　

受
給
権
の
保
護
が
あ

り「
譲
り
渡
し
、担
保
に

供
し
、差
し
押
さ
え
る
事
は
で

き
な
い
」と
な
っ
て
い
る
。

����

要
な
場
合
は
、職
員
が
出
向
い

て
説
明
を
行
う
。文
書
に
よ
る

周
知
方
法
と
し
て
は
、市
報
２

月
号
、３
月
号
で
収
集
日
程
と

分
別
方
法
を
掲
載
し
て
い
る
。

 

　

資
源
の
有
効
活
用

（
ご
み
削
減
）に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

 

　

ご
み
削
減
に
つ
い
て

は
、廃
プ
ラ
分
別
で
減

ら
す
。ま
た
廃
品
回
収
活
動
で

売
却
し
た
場
合
は
補
助
金
を
交

付
す
る
。

 

　

市
民
の
環
境
意
識
向

上
に
対
す
る
取
り
組
み

は
。

 

　

市
民
向
け
の
学
習
会

等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

環
境
に
関
す
る
研
修
会
の
要
請

に
は
応
じ
る
。ま
た
不
法
投
棄

防
止
対
策
と
し
て
、伊
佐
市
内

不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、不
法
投
棄
の
監
視
・
指
導
、

ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
、環
境

向
上
を
目
指
す
。

 

廃
プ
ラ
の
収
集
日
は
。

 

　

燃
え
る
ご
み
と
一
緒

に
月
２
回
を
予
定
し
て

い
る
。今
後
、量
に
応
じ
て
収
集

の
回
数
等
検
討
し
て
い
く
。

������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

 

　

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
は
、

三
種
混
合
と
同
時
接
種

で
な
け
れ
ば
無
料
と
な
ら
な
い

の
か
。

 

　

三
種
混
合
と
Ｈ
ｉ
ｂ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
す
る

年
間
の
間
隔
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

り
、同
時
接
種
に
よ
る
全
額
補

助
と
し
て
い
る
。

 

　

接
種
す
る
乳
児
を
持

つ
転
入
者
は
無
料
と
な

る
の
か
。

 

　

三
種
混
合
と
Ｈ
ｉ
ｂ

ワ
ク
チ
ン
の
同
時
接
種

が
可
能
な
場
合
の
み
全
額
補
助

と
な
る
。

����
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放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ

の
指
導
員
の
雇
用
条
件

に
つ
い
て
、委
託
先
も
働
い
て

い
る
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、い
ろ
い

ろ
な
思
い
の
ス
タ
ン
ス
で
児
童

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、

良
い
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、預
か
っ
た
子
ど
も

�
��������	

���������	

����������

 

　

洪
水
時
は
、本
城
の

永
田
診
療
所
と
川
南
・

荒
田
地
区
の
人
家
が
浸
水
す
る
。

ポ
ン
プ
の
設
置
を
早
急
に
。

 

　

菱
刈
地
区
で
は
、築

堤
が
完
成
す
る
と
、そ

の
３
カ
所
に
ポ
ン
プ
が
必
要
と

判
断
し
て
お
り
、雨
の
降
る
予

測
や
、水
位
デ
ー
タ
等
を
把
握

し
な
が
ら
早
目
に
対
応
し
て
い

く
。

 

　

鶴
田
ダ
ム
の
、再
開

発
事
業
は
、新
政
権
で

事
業
見
直
し
は
な
い
か
。

 

　

先
般
国
会
の
予
算
審

議
で
、小
里
代
議
士
の

質
問
に
前
原
国
土
交
通
省
大
臣

が
、予
算
づ
け
を
す
る
と
答
弁

し
て
い
た
の
で
大
丈
夫
だ
と
思

う
。

 

　

曽
木
の
滝
分
水
路
、

呑
み
口
と
、吐
き
口
の

高
さ
は
。

�����

 

　

呑
み
口
は
、市
道
よ

り
３
メ
ー
ト
ル
下
が
り
、

滝
地
盤
高
よ
り
３
メ
ー
ト
ル
上

が
り
、吐
き
口
は
現
県
道
よ
り

３
メ
ー
ト
ル
低
い
位
置
で
滝
下

流
に
落
と
し
込
む
計
画
で
あ
る
。

 

　

焼
酎
の
こ
う
じ
用
米

は
国
産
米
と
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
、こ
う

じ
米
の
品
種
と
取
り
組
み
は
。

 

　

品
種
は
夢
は
や
と
で
、

業
界
と
の
話
し
合
い
に

つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
を
窓
口
に
し

て
酒
造
会
社
に
考
え
方
を
聞
い

て
い
る
。

 

　

米
粉
用
の
水
稲
栽
培

を
す
る
と
、転
作
奨
励

金
が
８
万
円
も
ら
え
て
米
代
が

入
る
。農
家
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
の
で
は
。

 

　

米
粉
用
米
の
栽
培
を

す
る
場
合
、販
売
先
を

決
定
し
て
か
ら
と
い
う
こ
と
に

�����

な
る
の
で
、手
を
挙
げ
る
と
い

う
の
は
厳
し
い
状
況
だ
。

の
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
と

め
、そ
れ
に
応
え
る
の
は
大
変

な
心
労
を
必
要
と
す
る
た
め
、

指
導
員
の
研
修
会
等
の
開
催
の

考
え
は
な
い
の
か
。ま
た
待
遇

改
善
に
向
け
、国
や
県
に
働
き

か
け
は
で
き
な
い
か
。児
童
の

受
け
入
れ
に
対
す
る
福
祉
事
務

所
、教
育
関
係
機
関
等
と
の
連

携
に
配
慮
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

 

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
全
登

録
児
童
数
は
３
１
５
人

で
あ
る
。子
育
て
に
関
す
る
市

の
研
修
会
で
指
導
員
の
研
修
を

図
り
た
い
。改
善
に
つ
い
て
は

国
が
基
準
を
設
け
な
が
ら
補
助

制
度
を
行
っ
て
い
る
の
で
、そ

の
基
準
範
囲
に
入
る
よ
う
に
指

導
員
の
待
遇
、環
境
も
整
う
よ

う
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、幼
児
期
及
び
児
童
期

の
教
育
支
援
は
大
事
で
あ
り
、

学
童
ク
ラ
ブ
と
は
円
滑
に
連
携

し
て
い
る
と
思
う
が
、個
別
的

に
指
導
を
し
て
い
き
た
い
。成

果
を
見
な
が
ら
、必
要
な
改
善

は
し
て
い
く
。

�
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�
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�
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今
ま
で
の
特
定
健
診

者
数
、受
診
率
の
結
果
、

��

受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
と

効
果
の
分
析
、今
年
度
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

 

　
　

年
度
の
確
定
的
数

２１
値
は
な
い
が
、対
象
者

数
が
６
５
１
６
人
に
対
し
１
８

１
５
人
の
受
診
で
、受
診
率
が

　

・
８
％
、動
機
づ
け
支
援
の
必

２７要
な
方
が
２
１
１
名
で　

・
６

１１

％
、積
極
的
支
援
の
方
が　

人
４７

で
、率
で
２
・
５
％
と
な
り
、両

方
合
わ
せ
る
と
２
５
８
人
で

　

・
２
％
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

１４
　

健
診
バ
ス
は
、運
行
経
路
が

自
宅
か
ら
遠
い
と
い
う
こ
と
等

で
効
果
が
な
か
っ
た
。今
年
度

は
各
自
治
会
の
集
落
放
送
設
備

等
を
利
用
し
て
の
受
診
啓
発
を

さ
ら
に
強
め
、相
乗
り
タ
ク

シ
ー
の
利
用
券
を
発
行
し
て
受

診
率
向
上
に
取
り
組
み
た
い
。
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�������

質　　疑　　の　　要　　旨質　問　者

○　一般会計予算について古城　恵人　議員

○　施政方針について

○　消防団員の定員、任免、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

○　合併浄化槽施設設置支援基金条例の制定について

○　太陽光発電システム設置支援基金条例の制定について

○　一般会計予算について

森山　善友　議員

○　施政方針について緒方　重則　議員

○　施政方針について松元　　正　議員

○　一般会計予算について

○　「魅力ある地域産業づくり」チャレンジ基金条例の制定について

○　合併浄化槽施設設置支援基金条例の制定について

○　太陽光発電システム設置支援基金条例の制定について

岩元　克頼　議員

○　一般会計予算について

○　農業集落排水事業特別会計予算について
前田　和文　議員

����

（単位：人）

合計１２月９月６月４月（臨時会）３月日　　　　程

２９７２２招集日（議案上程・提案理由説明）

１５５４６２日目（総括質疑）

２２２８７５３日目（一般質問）

７８１７２６３４１４日目（一般質問）

２９２１２８７５日目（一般質問）

８３５６日目（付託案件委員長報告）

１８１２１５１５６７４６合　　計

（単位：人）

３月日　　　　程

招集日（議案上程・提案理由説明）

１２日目（総括質疑）

１１３日目（一般質問）

３４日目（一般質問）

９５日目（一般質問）

１６日目（付託案件委員長報告）

２５合　　計
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18伊佐市議会だより　２０１０（平成２２年）第６号

結　果付託先提　出　者件　　　　名

継続審査総 務清岡　保�改正国籍法に関する陳情書

採 択総 務筒井　宥衣
永住外国人地方参政権付与法案に反対する
陳情書

採 択文教厚生柏木　好行　ほか１名
３５０万人のウイルス性肝炎患者の救済に関
する意見書採択の陳情

継続審査文教厚生
姶良伊佐ブロック平和運動センター
伊佐地区協議会

議長　川越　　貢

川内原発３号機増設の反対を求める意見書
の採択について

継続審査文教厚生川越　　貢
川内原発３号機増設に係る環境影響評価の
県民合意を図るとともに、増設反対を求め
る意見書の採択について

��������	
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��
��������	


　わが国のＢ型・Ｃ型肝炎感染者・患者は３５０
万人とも言われ、その大半は輸血、血液製剤の
投与、集団予防接種における針などの使い回し
によるものとされている。
　集団予防接種の際の注射器の連続使用による
Ｂ型肝炎感染は国の責任が確定したものの、い
まなお原告患者と国の係争は続いており早期の
解決が求められている。
　このような中にあって、すべての肝炎患者を
救済することを国の責務と定めた「肝炎対策基
本法」はできたものの、救済策の実行には、法
整備、予算措置が必要であり、これらの患者救
済のための救済策を講じるよう、強く要望する。

　提出先　衆議院議長　　　参議院議長
　　　　　内閣総理大臣　　法務大臣
　　　　　財務大臣　　　　総務大臣
　　　　　厚生労働大臣

��������	
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�
��������

　参政権は日本国憲法に定められた日本国民固
有の権利でありながら、参政権付与の対象とさ
れている「永住者」の在留資格は極めて容易に
取得できている現状で、権利者の正しい意思で
行使されない可能性がある。また、一度外国人
参政権を認めればこれを覆すことは困難になる
ことなどを踏まえ、永住外国人地方参政権付与
法案の成立に強く反対するものである。

　提出先　衆議院議長　参議院議長　法務大臣
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20伊佐市議会だより　２０１０（平成２２年）第６号

　４月２０日宮崎県都農町で発生し、となりのえび

の市に拡大した口蹄疫。この編集後記を書いてい

る時点で市内での感染は確認されていませんが、

感染が広がれば本市の畜産農家など関係業者の損

害は計り知れません。

　市は４カ所の消毒ポイントを設置し、２４時間体

制で畜産関係車両の消毒を行っています。

　表紙は一生懸命作業にあたっておられる方々で、

皆さんの大変さを思うと頭が下がる思いでいっぱ

いです。

　市議会でも緊急に会が開かれ「議員としてでき

ることはないか」「関係農家にとって今最も必要

なのは正確で迅速な情報だ」などの意見が出され、

真剣な協議が行われました。

　口蹄疫が発生した宮崎県だけでなく、本市の畜

産農家をはじめ米作農家なども農繁期に向け準備

を始めるこの時期に堆肥の使用が制限されるなど、

損害が拡大するのは必至です。国・県に対して支

援策を求めるなど、今後市議会としての対応も必

要になってくると思われますが、この議会だより

が発行される頃には事態が終息に向かっているこ

とを強く願うばかりです。

議会広報等特別委員会　

委員長　畑中　香子

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																						























　日程は下記の通りですので、是非、委員会の傍
聴にもお越し下さい。
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３
月
定
例
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
昨
年
末
に
続
い
て
２
回
目
の
今
回
は　
７９

歳
の
Ⅰ
さ
ん
も
ご
一
緒
で
し
た
。

　

最
終
日
だ
け
で
し
た
の
で
、
産
業
振
興
支
援
策
に
関
す
る
質
疑
を
傍
聴
で

き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
や
、
環
境
問
題
、

子
ど
も
の
体
力
向
上
な
ど
に
関
す
る
質
疑
応
答
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
口
地
区
で
も
始
ま
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る

市
民
の
意
識
向
上
対
策
、　

年
後
の
鹿
児
島
国
体
に
向
け
て
の
選
手
育
成
な

１０

ど
夢
も
広
が
り
ま
す
。

　

私
は
熊
本
出
身
で　

年
東
京
で
暮
ら
し
、
伊
佐
の
伯
父
の
家
に
帰
っ
て
４

３７

年
に
な
り
ま
す
が
、
地
の
恵
み
と
人
の
情
け
に
囲
ま
れ
た
日
々
を
暮
ら
し
て

い
る
と
、
宮
城
県
の
加
美
町
憲
章
に
い
う
「
夢　

海
を
め
ざ
し　

愛　

ふ
る

さ
と
に
帰
る　

鮎
の
凛
烈　

川
よ
語
れ
」
の
心
境
に
な
り
ま
す
。

　

伊
佐
市
を
、
市
民
の
要
望
に
敏
感
に
対
応
す
る
行
政
、
若
い
人
た
ち
が
定

住
し
、
仕
事
を
求
め
て
出
て
行
っ
た
人
た
ち
も
い
ず
れ
の
日
か
帰
っ
て
く
る

よ
う
な
地
に
す
る
た
め
、
市
議
会
の
皆
さ
ま
が
さ
ら
に
ご
奮
闘
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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